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11月号
れたものです。

10月� 4日，横瀬鹿背山神社の社務所と石段が

新築・落成し，これを祝い稚児行列や，モチ投

げが行われました 。

この社務所や石段は，地元出身で大塚製薬役

員の大塚チヨノさんからの寄付を受けて建設さ

町民のうごき� 

世帯数� 1，990戸人口男�  3，854 女� 4，052 計� 7，906(昭和62年 9月30日現在)


出金男 B女 3計 g・死t 男 2女 31十5・ 転 入男 6女� 71十13・転出 男 7女13針20(昭和62年g月中)


広報かつうら11月号=209・昭和62年11月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511間
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
子供の健やかな成長を願って横瀬で推児行列

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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し
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第209号 iJ コ つ� ら 昭和62年11月� 1日� (2) 

.a.55年に作成された総合振興計画

.a.横瀬地区住民対話集会

ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
声
か
ら

町
長
と
語
ろ
う
・
住
民
対
話
集

会
は
、
四
百
名
余
り
の
住
民
参
加

の
も
と
に
、
八
月
二
十
四
日
か
ら

九
月
三
十
日
の
問
、
十
六
地
区
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
対
話
集
会
は
、
二
十

一

世
紀
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
一
環
と
し
て
、
住
民
の
方
々
か

ら
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ

く
た
め
開
催
し
た
も
の
で
、
町
側

か
ら
は
、
桜
木
町
長
を
は
じ
め
各

地
区
の
担
当
職
員
が
出
向
き
ま
し

た
久
し
ぶ
り
の
町
長
対
話
と
い
う

こ
と
で
、
地
区
の
要
望
事
項
も
お

り
込
み
な
が
ら
将
来
構
想
へ
の
提

言
が
数
多
く
出
き
れ
ま
し
た
。

若
者
の
住
む

ま
ち
づ
く
り

町
長
は
、
昭
和
三
十
年
の
勝
浦

町
誕
生
当
時
か
ら
約
二
千
三
百
人

ほ
ど
減
少
し
て
い
る
人
口
問
題
に

触
れ
、
「
子
や
孫
が
安
心
し
て
暮
せ

る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
些
自
き
ん
方

の
地
区
の
将
来
像
、
町
の
発
展
策

へ
の
提
言
な
ど
を
き
や
す
く
お
聞

か
せ
下
さ
い 

と
あ
い

さ
つ
。住

民
の
方
々
か
ら
は
、

若
い
人
が
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
交
通

の
利
便
性
を
生
か
し
た

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構
想
、

道
路
網
の
整
備
、
広
域

的
な
工
場
誘
致
施
策
等
、

自
然
と
調
和
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

が
多
く
出
さ
れ
、
な
か

で
も
特
に
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
策
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
真
剣

な
要
望
、
意
見
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し

た。
ま
た
、
観
光
に
対
す
る
住
民
意

識
が
非
常
に
高
く
、
勝
浦
を
象
徴

す
る
勝
浦
川
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ

と
あ
わ
せ
た
開
発
構
想
も
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

現
在
町
で
は
、
二
十

一
世
紀
を

展
望
し
た
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力

の
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
勝

浦
町
新
総
合
計
画
を
策
定
中
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
今
回
の
住
民
対

話
集
会
等
で
の
住
民
の
方
々
の
意

向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
主
体
性
の

あ
る
未
来
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
定
め
る
重
要
な
計
画
で
す
の
で
、

U

町への意見・町づくり

の意見 ・希望 ・身近なニ

ユース等がありましたら

町役場総務課広報広聴係

までご連絡下さい。� 

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

MUS04
テキストボックス
生き活き勝浦をめざして



日
時

十
一
月
二
十
八
日
(
土
�
 
)

午
後
六
時
1
八
時

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
犬
場
無
料
 )

徳
島
天
文
研
究
会

・
橋
本

就
安
会
長
ほ
か
会
員

天
体
に
親
し
む
会
実
行
委

員
会

-

場
所事

越
し
下
さ
る
ト
守
つ
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
勝
浦
町
教

育
委
員
会
(
宮
二
l
二
五
一
一
)

実
行
委
員
会
代
表
岡
政
彦
(
中

角

・宮
二
三
二
ハ
四
)
ま
で
。

ぷ都賢一・
4
ぷ
巧
�
 .. 

&円

4(3) 昭和62年11月1日� カ為 コ つ� ら 第209号

企� 9月23日沖縄での金環日食

主
催

に
師
事
し
、
美
術

界
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
問
、
県
展
に

入
選
十
五
回
、
準

特
選
三
回
、
特
選

向

四
回
、
そ
し
て
無

鑑
査
の
栄
を
得
る

に
至
り
ま
し
た
。

す
。

要
望
を
受
け
て
、
今
年
も
徳
島
天

文
研
究
会
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て

月
や
星
た
ち
の
様
子
を
観
測
し
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
方
は
、
十
一
月
二
十
日
(
金
)

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
福
祉
セ
ン

タ
ー
図
書
室
で
実
行
委
員
会
を
聞

き
ま
す
の
で
ご
出
席
下
さ
い
。

pa『め� .
 
.
 

事
町

一廷で一
一¥

一

d
晴
8
1
.

勝
浦
町
教
育
委
員
会

・
勝

浦
町
青
年
会

雨
天
の
場
合
は
、
写
真
の
展
示
、

ス
ラ
イ
ド
の
映
写
、
天
体
望
遠
鏡

の
操
作
方
法
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
子
供
さ
ん
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
ご
家
族
の
方
向
伴
で
お

後
援

勝
浦
町
青
年
会

育
委
員
会

・
上
勝
町
教
育
委
員

会
・
生
比
奈
中
学
校
同
窓
会

・

町
・
勝
浦
町
議
会
・
勝
浦
町
教

選
抜
展
・
新
世
紀
美
術
展
、
第
一

中
央
に
お
い
て
も
、
全
国
県
展

天時河内一てくる� 2


N
H
K
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'司、

美
術
展
(
い
ず
れ
も
東
京
)
に
出

品
し
、
入
選
・
特
選
等
多
数
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

小
松
島
赤
十
{
圭
病
院

・
徳
島
新

福
野
さ
ん
は
、
徳
島
県
美
術
協

聞
社

・
�
 

徳
島
放
送
局

・

昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

会
、
新
世
記
美
術
協
会
�
 (東
京
)

と
で
二
百
五
十
名
の
参
加
が
い
た

第
一
美
術
協
会
(
東
京
)
に
所
属

だ
け
、
勝
浦
か
ら
{
主
由
へ
の
夢
が

し
、
新
星
会
美
術
集
団
代
表
、
勝

大
き
く
広
が

っ
た

4
7に
思
い
ま

浦
美
術
の
会
代
表
、
勝
浦
町
文
化

協
会
理
事
な
ど
を
務
め
る
中
、
小

多
数
の
方
か
ら
の
ご
意
見
や
ご

後
援

勝
浦
町
文
化
協
会
・
勝
浦

郡内初の洋画展

福野稔氏遺作展

グループ油絵展

こ
の
度
、
故
福
野
稔
さ
ん
の
遺

作
と
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
作
品
会
」

一
堂
に
集
め
、
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。
福
野
さ
ん
の
遺
作
百
余
点

の
中
か
ら
四
十
点
を
選
ぴ
、
併
せ

て
勝
浦
美
術
の
会
な
ど
の
作
品
二

十
点
を
展
示
し
ま
す
。
勝
浦
郡
内

で
は
初
め
て
の
洋
画
展
で
す
。
芸

術
の
秋
で
も
あ
り
、
こ
の
機
会
を

お
見
逃
し
な
く
多
数
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

福
野
さ
ん
は
星
谷
に
生
ま
れ
、

青
年
の
頃
か
ら
油
絵
を
志
し
、
洋

画
家
井
上
速
男
氏
�
 !

松
島
赤
十
字
病
院
洋
画
グ
ル
ー
プ

の
指
導
に
当
た
り
、
院
長
か
ら
感

謝
状
を
受
け
る
な
ど
、
美
術
活
動

に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

四
月
九
日
じ
ん
臓
病
の
た
め
、
大

志
半
ば
に
し
て
四
十
七
歳
で
他
界

さ
れ
ま
し
た
。
福
野
さ
ん
の
作
口
聞

は
、
県
雲
宵
委
員
会
、
鳴
門
ハ
イ

ツ
で
も
購
入
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時

十
一
月
二
日

・
三
日

午
前
九
時
1
午
後
五
時

場
所

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

ホ
ー
ル

主
催

勝
浦
美
術
の
会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
秋ですイベント盛りだくさん

MUS04
テキストボックス
天体に親しむ会勝浦町に天文台がやってくる
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で
は
丹
精
こ
め
た
花
壕
が
、
今
花

ざ
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

き
る
十
月
五
日
、
婦
人
会
本
部

役
員

・
教
育
長
ら
が
、
こ
れ
ら
の

花
壇
を
見
て
回
り
、
優
秀
な
支
部

今
年
も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
二
か

日
時

十
一
月
二
十
九
日 

(日
)

月
と
な
り
、
勝
浦
中
学
校
で
は
、

開

場

午

後 

時
三
十
分

音
楽
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

開

演

午

後

一
時

ま
し
た
。
音
楽
会
で
は
、
ク
ラ
ス

場
所

対
抗
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、

プ
ロ
グ
ラ
ム 

リ
コ
ー
ダ

・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
合

唱
部
の
公
演
を
は
じ
め
、
今
回
特

に
徳
島
合
唱
団

・
徳
島
吹
奏
楽
団

を
招
い
て
の
公
演
を
予
定
し
て
い

ま
す
。徳

島
合
唱
団
は
、
全
国
的
水
準

O

を
誇
る
合
唱
団
で
あ
り
、
す
ば
ら

し
い
公
演
を
お
聞
き
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
こ

の
機
会
を
の
が
す
こ
と
な
く
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
下
き
い
。

勝
浦
中
学
校
体
育
館

O
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

フス
担
仇
) 

O
中
学
校
合
唱
部

O
徳
島
吹
奏
楽
団
金
管
ア
ン
サ

「
雨
ふ
り
お
月
さ
ん
」
ほ
か

情場入声花壇
コトンクー}1，，¥¥

企坂本支部が育てた花

婦
人
会
で
は
、
き
れ
い
な
町
づ

く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
運
動
の
一
つ
と
し
て
、

各
支
部
対
抗
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

が
実
施
き
れ
て
い
ま
す
。
各
支
部

を
選
び
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
、

坂
本
支
部
(
北
峰
順
子
支
部
長

・

県
道
添
い
全
域
)
・
与
川
内
支
部

(
中
陽
マ
チ
子
支
部
長

・
三
渓
バ

イ
パ
ス
添
い
)
・横
瀬
支
部
(
日
下

克
子
支
部
長

・
三
渓
バ
イ
パ
ス
添

い
)
で
す
。

花
を
見
て
回
っ
た
教
育
委
員
会

で
は
「
昨
年
か
ら
婦
人
会
が
花
い

っ
ぱ
い
運
動
に
力
を
い
れ
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
今
秋
は
町
全
域
に

花
が
咲
き
み
だ
れ
て
、
明
る
い
町

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
か
ら
も
美
し
い
と
言
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
今
後
、
こ
の
活

動
を
生
か
し
て
、
住
民
全
員
が
自

分
た
ち
の
手
で
花
を
植
え
、
町
全

体
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

え
、
心
に
も
花
歩
植
、
ぇ
、
組
国
体

に
む
け
み
ん
な
で
美
し
い
町
、
花

い
っ
ぱ
い
の
町
に
し
ま
せ
ん
か
日

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

婦
人
会
の
人
た
ち
な
ど
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
「
花
の
名
所
」
が
で

き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
ゆ

っ
く
り
と
町
内
の
花
を
見
て
回
つ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
に
花
を
植

MUS04
テキストボックス
勝中音楽会徳島合唱団公演

MUS04
テキストボックス
第27回勝浦町民体育祭

MUS04
テキストボックス
町は花でいっぱい婦人会花壇コンクール
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収
し
な
い
う
ち
に
樹
が
半
休
眠
状

態
と
な
り
、
耐
冬
性
も
劣
り
、
し

た
が

っ
て
来
春
の
着
花
に
も
悪
影

響
を
与
、
え
ま
す
。

時
々
「
秋
の
肥
は
収
穫
が
忙
し
い

の
で
あ
と
か
ら
や
る
」
と
言
わ
れ
る

方
が
い
ま
す
が
、
い
つ
施
用
し
で

も
効
果
は
同
じ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

早
く
、
し
か
も
量
は
園
の
状
態

に
合
わ
せ
「
肥
不
足
」
と
な
ら
な

い
主
つ
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

O
薬
剤
散
布

着
色
促
進
剤
、
殺
ダ
ニ
剤
、
腐

敗
予
防
剤
等
の
散
布
時
期
で
す
。

園
の
条
件
、
木
の
大
き
さ
、
タ

ニ
類
の
生
息
状
況
等
、
各
種
要
素

を
加
味
し
て
決
定
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
迷
う
と
き
に
は
技
術
員
の

方
に
ご
相
談
下
さ
い
。
�
 

収
穫

近
年
は
労
力
不
足
と
高
齢
化
が

す
す
み
、
全
暖
に
作
業
能
率
の
低

下
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
開
始
期
は
従
来
の
慣
行
に


と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
八
分
着


色
の
も
の
か
ら
、
ま
た
一
級
品
か


ら
優
先
的
に
取
り
、
原
料
級
は
後


ま
わ
し
に
収
様
子
る
主
?
心
が
け


て
下
さ
い
。


ま
た
、
収
穫
作
業
に
不
慣
れ
な

人
の
た
め
に
は
、

事
前
に
果
実
の

取
り
扱
い
方
と
、
貯
蔵
の
大
切
さ

を
よ
く
説
明
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

フ

め

元
肥
の
施
用

う
め
は
、
発
根

・
開
花

・
発
芽

が
早
い
の
で
、
早
く
か
ら
十
分
に

肥
の
効
い
て
い
る
状
態
に
し
た
い

も
の
で
す
。
せ
ん
定
は
少
々
遅
れ

て
も
実
害
は
少
な
い
で
す
が
、
肥

だ
け
は
絶
体
に
遅
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
成
木
園
十
ア
ー
ル
当
た
り
、

チ
ッ
ソ
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ
ン
サ

ン
三
・六
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
カ
リ
四
・

貯
蔵
用
う
ん
し
ゅ
う

み
か
ん
果
実
品
評
会

開
催
の
ご
案
内

本
町
に
お
い
て
大
寒
波
以
降
は
、

全
農
家
を
対
象
と
し
た
貯
蔵
用
、
つ


ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
品
評
会
が
開


催
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
部
農
家
の


方
か
ら
「
改
植
後
に
立
派
な
果
実


も
な
り
始
め
た
。
こ
の
さ
い
全
農


家
を
対
象
と
し
た
貯
蔵
用
系
統
の


果
実
品
評
会
を
行
っ
て
ほ
し
い


旨
の
お
話
も
あ
り
、
来
年
一
月
を


O

U

目
途
に
行
う
べ
く
、
計
画
を
し
て


い
ま
す
。


詳
細
に
つ
い
て
は
決
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
下
記
に
よ
り
行
う
予

定
で
す
。

八
キ
ロ
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
で
す
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

元
肥
の
施
用

O
大
玉
生
産
の
た
め
に
は
、
太
い

し
っ
か
り
し
た
枝
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
に

は
上
旬
に
成
木
園
十
ア
ー
ル
当
た

り
チ
ッ
ソ
十
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ

ン
サ
ン
七

・
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
カ

リ
九

・
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
や
施
用
し

ま
す
。

-=-戸
Uロ

一
、
主
催
は
町
果
樹
研
究
会
と
す
る
。

弓
対
象
農
家
は
町
内
に
住
所
を
有

す
る
全
戸
と
す
る
。

、
時
期
は
来
年
の
一
月
二
十
1
二

十
五
日
頃
と
す
る
。

回
、
場
所
は
住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

す
る
。

五
、出
品
系
統
は
十
万
、
古
田
、
青

島
の
み
と
す
る
。

六
、
出
品
数
量
は
十
一
、
キ
ロ
グ
ラ
ム

程
度
と
す
る
。

七
、
上
位
入
賞
者
は
県
段
階
へ
の
出

品
優
先
資
格
を
得
る
も
の
と
す

ヲ匂
。

八
、
入
賞
し
な
か
っ
た
出
品
物
に
対

し
て
は
参
加
賞
を
出
す
。

果
樹
園
の
品
種

系
統
を
再
確
認

し
て
下
さ
い

み
か
ん
園
の
改
植
事
業
等
に
よ

り
、
か
ん
き
つ
類
を
は
じ
め
、
落

葉
果
樹
類
も
多
種
類
、多
品
種
(
多

系
統
)
が
導
入
さ
れ
、
既
に
そ
の

成
果
が
あ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
ご
く
一

部
の
園
地
に
お
い
て
不
良
系
統
が

見
ら
れ
ま
す
の
で
、
見
分
け
の
行

い
や
す
い
今
月
に
再
確
認
を
行
い
、

不
良
系
に
対
し
て
は
来
春
に
高
接

更
新
を
行
う
計
画
を
立
て
て
下
さ
�
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O
き
る
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
三

十
五
回
全
国
か
ん
き
つ
研
究
大
会

の
現
地
視
察
地
と
な
っ
た
中
角
地

区
に
は
、
そ
の
後
、
香
川

・
愛
媛

両
県
か
ら
、
相
次
い
で
大
勢
の
視

察
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

か
ん
き
つ
農
家
の
方
で
、
今
年

ま
だ
現
地
を
見
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
今
月
中
に
一
度
は
見
て
お
か

れ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

み
か
ん

秋
肥
の
施
用

上
旬
頃
に
施
用
し
ま
す
。

普
通
つ
ん
し
ゅ
、
7
で
は
成
木
十

ア
ー
ル
当
た
り
、
チ
ッ
ソ
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
リ
ン
サ
ン
七
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
カ
リ
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
早
生

で
は
、
チ
ッ
ソ
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ

ン
サ
ン
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
カ
リ
四
・

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
基
準
と
な
り
ま

す
。
施
用
時
期
が
遅
れ
ま
す
と
地

温
が
下
が
り
、
十
分
に
養
分
を
吸
�
 

av 

MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の主な農作業



為

lt. 

優

勝

勝

中
B
チ
ー
ム

小
学
校
の
部

八

第209号 ヌb ずつ フ ら 昭和62年11月1日 (6) 

第 
3
回

勝
浦
町
少
年

相
撲
大
会

九
月
二
十
七
日
(
日
)
勝
浦
中
学

校
相
撲
場
に
お
い
て
、
町
内
の
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
相
撲
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
七
十
二
名
、
中
学
生
四


十
三
名
の
豆
力
士
が
父
母
の
声


援
の
中
で
団
体
戦
、
個
人
戦
に
カ


を
競
い
ま
し
た
。


本
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

団
体
戦
成
績

。
小
学
校
の
部

V

第
7
回

宍
喰
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク

マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
て
健
闘

九
月
二
十
日
海
部
郡
宍
喰
町
で

開
催
さ
れ
た
大
会
で
本
町
の
参
加

者
が
次
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

〈
5
キ
ロ
〉

(
二
百
八
十
名
参
加
)

(
三
十
歳
未
満
の
部 
)

二
位
谷
寛
樹
(
総
合
第
三
位
)

(
四
十
歳
代
の
部 
)

三
位
中
村
義
弘

(
女
子
の
部
)

一
位
高
木
雅
子

創
部
2
年
目

堂
々
の
県
下

第 
3
位

勝
浦
中
学
校
女
子
剣
道
部
が
、

九
月
二
十
七
日
、
阿
南
市
で
行
わ

れ
た
、
第
三
十
二
因
果
下
剣
道
大

会
で
、
み
ご
と
第
三
位
の
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

昨
年
の
四
月
に
生
徒
の
希
望
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
女
子
剣
道
部
は
、

小
学
校
時
代
か
ら
剣
道
を
し
て
い

た
生
徒
も
お
り
、
立
川
先
生
(
剣

道
五
段
)
と
い
う
指
導
者
に
も
恵

〈
叩
キ
ロ
〉

(三

百
二
十
名
参
加
)

(
三
十
歳
代
の
部 
)

一
位

押
栗
義
衛 

(総
合
第
三
位
)

他
に
入
賞
は
し

な
か
っ
た
も
の
の

勝
中
の
穏
台
和
幸

君
が 
5
キ
ロ
コ
ー

ス
で
総
合
第
五
位

に
食
い
込
む
な
ど

中
・
高
生
の
健
闘

が
多
く
見
ら
れ
徳

島
駅
伝
大
会
に
期

待
で
き
そ
つ
で
す
。 

ま
れ
、
全
員
が
め

き
め
き
上
達
し
、

今
年
の
県
中
学
総

合
体
育
大
会
ベ
ス

ト
8
、
そ
し
て
、

今
回
の
成
績
と
な

。

4
F

B

h
~

η
J
し

会現
在
、
徳
島
県

個
人
戦
成
績

A力走する押粟選手

四
年
生
優
勝

月

二

位
一二位

五
年
生
優
勝


二
位


一二位


六
年
生
優
勝

H H H月

二
位 

H

三
位

。
史
子
校
の
部

軽
量
級
優
勝

月

二

位

H H

一二位

中
量
級
優
勝

円

二

位
三
位

重
量
級
優
勝

四
年
生
優
勝

五
年
生

川

六
年
生

子
校
の
部

O
E

H 

横坂横
瀬本瀬�  
A A 

月

二
位

" 
三
位

下
に
女
子
剣
道
部

が
あ
る
中
学
校
は
、

四
十
校
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
今
後
も
練

習
に
励
ん
で
、
県

下
一
、
そ
し
て
日

本
一
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
下
き
い
。

信
政
智
也

月

岡

智

也

影

平

学

坂
口
昇
太
郎

稲

岡

保

志

稲

岡

美

則

松

田

貴

志

大
岡
昌
俊

中
田

知

秀

杉松久笠吉寺前白平
田回米松野谷田草 山

博誉俊 宏 崇正寿
文史久孝昭孝仁治男

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



開
催
さ
れ
た
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
が
、
地
元
チ
ー

ム
に
上
位
進
出
を
阻
止
さ
れ
県
中

央
大
会
参
加
は
成
り
ま
せ
ん
で
し

た 

優
勝
し
た
「
ザ
・
ヒ
ツ
パ
ロ
ー

ズ
」
と
「
勝
浦
み
か
ん
娘
」
の
両

チ
1

ム
は
槌
ニ
ッ
シ
ン
カ
ッ
プ
県

綱
引
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
予

定
で
す
。

〈
男
子
の
部
〉

優

勝

ザ
・
ヒ
ツ
パ
ロ
ー
ズ

準
優
勝

消
防
第
一
分
団

〈
女
子
の
部
〉

優

勝

勝
浦
み
か
ん
娘

準
優
勝

レ
イ
ン
ボ 
l

ク
ラ
ブ

優

勝
坂
本
チ

準
優
勝

チ
l
ム
の
劇
的
な

勝
利
で
幕
を
閉
じ

キ

AF--

(7) 昭和62年11月1日 カ込 ずコ つ ら 第209号

競
技
で
す
。
こ
の
競
技
は
、
ま
だ

私
た
ち
に
な
じ
み
が
う
す
く
、
ど

ん
な
競
技
で
あ
る
か
知
ら
な
い
人

第
二
回
目
の
講
習
会
を
聞
い
て
、

l

が
多
い
と
思
い
ま
す

こ
の
競
技
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

。
そ
こ
で
、

あ
る
か
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
小
学
生
・
中
学
生
の
方

が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
父
兄
の

ビ 

ム
ラ
イ
フ
ル

方
も
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
下
さ

昭
和
六
十
八
年
に
徳
島
県
と
香

&)言言� せ


48 体


競
技
講
習
会

し
、
九
月
二
十
七
日
小
松
島
市
で

l h
~

双
方
と
も
第
一
試
合
に
古
豪
チ
ー

ム
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
敗
退
し

宇
ナ
し 

。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
町
予
選
)

〈
壮
年
の
部
〉
優
勝
・
生
比
奈
ク

〈
成
年
の
部
〉
優
勝
・
リ
バ
ー
ス

〈
婦
人
の
部
〉
優
勝
・
横
瀬

婦
人
の
部
は
郡
大
会
に
て
、
上

勝
チ 

ム
に
破
れ
ま
し
た
。
壮
年
・

成
年
の
部
は
郡
の
代
表
権
を
獲
得

参
加
者

参
加
費

講

師

場

所

日

時

協徳無希勝午十
会島 望浦後 一

県料者中七月
ラ 学時五
イ 校か日
フ 隼ら休)

製館
ル育

-¥ 

九
月
十
八
日
か

ら
四
日
間
開
催
さ

れ
た
大
会
は
各
地

区
対
抗
と
い
う
、

テ
ニ
ス
で
は
初
め

て
の
チ 

ム
編
成

の
せ
い
か
、
今
ま

で
テ
ニ
ス
な
ど
や

っ
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
選
手
も
少

な
か
ら
ず
お
り
、

好
ゲ
ー
ム
・
珍
ゲ

ー
ム
の
末
に
坂
本

l

第 
2
回

川
県
共
催
で
行
わ
れ
る
第
四
十
八

回
国
民
体
育
大
会
の
会
場
に
、
私

た
ち
の
町
、
勝
浦
町
が
候
補
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。

競
技
種
目
は
ヒ
|
ム
ラ
イ
フ
ル

第
刊
は
回

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

軟
式
野
球
大
会
(
町
予
選
)

〈
壮
年
の
部
〉
優
勝
・
生
比
奈
ク

〈
成
年
の
部
〉
優
勝
・
生
名
ク

両
チ
ー
ム
は
郡
大
会
に
お
い
て

上
勝
町
を
制
し
、
郡
代
表
と
し
て

県
予
選
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が

棚
野
立
川
チ

し
れ
~
。

ム
i

ム
l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第3回勝浦町綱引大会

MUS04
テキストボックス
第1回地区対抗軟式テニス大会



らつザコヌ少

B

問
秒
�
 )・二
位
高
鉾
中
�
 

高
鉾
中

樹

昭和62年11月 1日 (8)

〈
区
間
賞
�
 

第209号

第
引
回
勝
浦
郡
駅
伝
大
会


グ
各
選
手
記
録
を
更
新
4

去
る
九
月
十
三
日
開
催
さ
れ
た

郡
の
駅
伝
大
会
に
は
、
郡
内
十
二

チ
ー
ム
に
鴨
島
束
中
学
校
と
鳴
門

高
島
走
友
会
の
オ
ー
プ
ン
参
加
を

加
え
、
計
十
四
チ
ー
ム
九
十
六
名

が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
一
般
・
高
校
の
部
〉

一
位
陸
協

秒
)
・二
位
陸
協

園
芸
高
校

〈
中
学
校
の
部

一
位
勝
浦
中 B

(
1A
時
間
出
分
問

・
三
位
勝
浦

vA
(
1
時
間
ロ
分

A
-
三
位

〈
区
間
賞
〉
(
一
般
・
高
校
の
部
)

一
区
�
 
(
4
・
4
キ
ロ
)
中
西
治

H
日
分
団
秒
・

二
区
�
 (4
キ
ロ
�
 )

小
坂
毅
日
分
印
秒
・
三
区
(
5
・
�
 

8
キ
ロ
)
高
田
宏
幸
日
分
犯
秒
・

四
区
�
 (
4
・
7
キ
ロ
)
新
開
直

分
3
秒

・
五
区
�
 (1
・
8

キ
ロ
)
舟
井
利
校
6
分
問
秒
・

六
区
�
 (
3
・
4
キ
ロ
)
阿
部
浩

之
ロ
分
却
秒

・
七
区
�
 (
3
・
4

キ
ロ
)
新
田
弘
明
日
分
幻
秒

虫
子
校
の
部
)

V

(

一
区
柳
田
敏
文
凶
分
臼
秒
・
二

区
佐
々
木
紀
文
ロ
分
日
秒
・
三

区
穏
台
和
幸
四
分
ぬ
秒
・
四
区

西
野
哲
也
凶
分
町
秒
・
五
区
田

村
智
子
6
分
羽
秒
・
六
区
森
本

英
樹
日
分
幻
秒

・七
区
星
場
雅

臣
日
分
認
秒

〈
敢
闘
賞
〉

一
区
石
木
由
雄

・
二
区
石
木
和

幸

・
一
二
区
堺
洋
明
・
四
区
岩
田

敏
雄
・
五
区
柳
田
賀
代

・
六
区

平
尾
通
章
・
七
区
大
西
慶
吾

他
に
陸
協
後
援
会
か
ら
各
チ
ー

ム
に
特
別
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た

年
賀
は
が
き

日
月
日
日
発
売

お
年
玉
付
年
賀
は
が
き
(
叩
円
)

寄
付
金
忽
伊
人
年
寅
は
が
き
(
時
円
)

絵
入
り
は
が
き
は
、
「
梅
下
瞳

人
」
「
瀬
戸
大
橋
」
「
わ
か
松
」
の
一一一

種
類
で
す
。
な
る
べ
く
早
く
、
最

寄
り
の
切
手
類
販
売
所

・
郵
便
局

で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

雇
用
保
険
制
度
の
趣
旨
へ
の

こ
理
解
と
不
正
受
給
防
止

に
ζ
協
力
を

労
働
省
で
は
十
一
月
一
日
か
ら

十
一
月
三
十
日
ま
で
を
「
一
雇
用
保

険
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
間
」
と

定
め
、
雇
用
保
険
制
度
の
趣
旨
の

理
解
・
本
制
度
遵
守
意
識
の
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
失

業
し
た
労
働
者
の
生
活
の
安
定
を

図
り
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
労

働
者
及
び
使
用
者
の
方
々
が
納
め

ら
れ
た
保
険
料
と
国
民
の
皆
さ
ん

が
納
め
ら
れ
た
貴
重
な
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
�
 

11月26日-12月2日

統
一
標
語
「
消
え
た
か
な
/

νλ
ポ
1
 

気
巳
怠
る
あ
の
火
も
う
一
度
」

1
-
M

|;

~Hur t
 

ザ
 
119番の日� 

11月9日

火
の
用
心
�
 7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

二
、
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

三
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

五
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

六
、
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
っ
け
な
い
。

と

き~臨
時

と
こ
ろ 11

1111 
小時午十�  ~ u 
松ま前�  1高

!告で島空霊
!中か十箱
央ら五 相
含守日 談
宮目後

四
日

住
民
生
活
の
よ
り
一
層
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
自
治
体
消
防

発
足
四
�
 周
年
を
機
に
、
本
年
か

O

ら
十
一
月
九
日
が
「
一
一
九
番
の

日
」
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
全
暖
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
防
災
意
識
の

高
揚
と
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制

の
確
立
を
願
う
も
の
で
す
。

;l言論l;
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秋季全国火災予防運動
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カミ(9) 昭和62年11月1日 つ ら 第209号

〈
俳
句
〉

栗
拾
う
谷
に
沈
む
も
あ
れ
ば
と
て

稔
り
回
を
分
け
て
一
と
筋
彼
俸
花

棚

野

島

勉

露
ふ
く
み
径
を
狭
め
る
受
珠
沙
華

除
草
剤
の
が
れ
し
草
の
実
り
た
る

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

回
受
珠
沙
華
燃
ゆ
る
一
と
群
れ
刈
り

は

せ 

か

鳳
仙
花
種
と
ぶ
畳
の
庭
静
か

A
q

F
A

掛
谷
野
上
す
み
れ

百
歳
を
め
ざ
す
世
と
な
り
青一
瓢

す
だ
ち
送
り
て
北
海
豆
を
送
ら
る

る

沼

江

山

九

千

絵

南
部
鉄
冷
や
か
に
鳴
る
秋
の
風

祝
わ
る
る
こ
と
も
淋
し
さ
敬
老
日

残
す

秋

桜

倒

れ

し

ま

ま

に

咲

き

盛

る

夕

ざ

れ

は

詑

し

き

思

い

出

師

舵

秋

場

所

に

横

綱

得

た

り

大

の

国

掛

谷

斎

藤

重

子

雨
蛙
と
き
に
摘
果
の
頭
に
乗
り
ぬ

坂

本

林

一

秋

虫

鳴

く

や

中

国

孤

児

の

帰

国

待

つ

立
川

堀

梅

子

括
ら
れ
て
火
を
待
つ
菊
の
尚
紅
く

神

点

滴

の

愛

に

合

わ

し

て

畳

の

虫

秋

南

風

や

飛

沫

を

浴

び

る

鵜

戸

の

与

川

内

新

居

き

く

え

生

名

丸

山

香

月

ひ
手
わ
り

錦
秋
の
山
守
る
人
の
逝
く
と
聞
く

向
日
葵

の

残

る

一

茎

強

く

立

つ

療

友

を

先

に

眠

ら

し

秋

枕

横

瀬

錦

内

常

一

坂

本

谷

富

士

熟
柿
落
つ
祭
り
ば
や
し
の
聞
こ
え

来
て

吉

穂

の

月

掃

く

丘

を

戻

り

た

る

台

風

の

過

ぎ

て

安

堵

の

窓

あ

け

る

生

名

滝

口

良

棚

野

谷

新

太

郎

掛

谷

駒

津

光

洋

萩

の

咲

く

今

を

盛

り

の

不

動

坂

夜

も

更

け

て

鈴

虫

の

声

何

処

よ

り

札
所
寺
佳
を
狭
め
て
萩
き
か
る

秋
草
を
活
け
て
襖
を
開
け
て
あ
り

大
機
種
こ
ぼ
れ
生
え
し
て
育
ち
お

り

沼

江

梅

山

み

ず

ほ

草
の
先
海
身
で
蹴
り
蛸
蛤
朔
つ

川
に
出
て
ま
た
引
き
返
す
秋
の
蝶

沼

江

大

岡

初

音

壁
雇
例
仰
げ
は
こ
ぼ
る
萩
の
露

サ
サ
ニ
シ
キ
峡
を
こ
だ
ま
す
コ
ン

バ

イ

ン

横

瀬

稼

勢

銀

星

出
認
は
包
月
五
日
ま
で
に
三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓
綜
努
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
短
歓
そ
の
次
は
川
柳
と
受
代
に
の

ゼ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
さ
い
。

Ee--s'iz---r

Laz--L

r

-

，、 

，.、主主
、.，ez
-
z

、，、
 

O

O

i¥ -;:;-
土
H霊

交霊� 
L 日
/¥程九
五ご� .s寺
田則 祝 i 
| 日十
八は は六
一一 休時
一一 み三
00 十
番帯 分

--z--

z=

r---=--

・、，‘，
 

・・・‘
 

f
s
=
-

、 

言、
 

rAEr--e----ze--
、rz--
さ
ー、
・

・ 

、・ 

，-

r
2-z

f
z
-
-
z

f
z
-
-
z
-
B

-z=・・

、，‘・
 

、 

f
z
=
=

2Z
r

白

f
-
2
z
r

・r
s
2
、白
・・・、，
2=
-

，.、、 

，、 1
-
=言一

az---

お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん

家
族
の
み
な
さ
ん

ニ
ん
な
と
き

シ
ル
バ
ー
一
一 

番
へ

九
月
一
日
開
所
し
た
県
シ
ル
バ

ー
一
一 

番
は
、
お
年
寄
り
ゃ
、

家
族
が
抱
え
る
悩
み
ご
と
の
相
談

や、

。
お
役
に
立
つ
。
い
ろ
ん
な
情

報
の
お
知
ら
せ
、
介
護
用
品
の
紹

介
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

来
所
相
談
も
お
受
け
し
、
一
切

の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
(
相
談
は
無

料
)

と
こ
ろ

徳
島
市
中
昭
和
町
一
丁

目
・
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

四
階

受

付月
曜
1
金
曜

九
時
1
十
九
時
三
十
分

福
祉
年
金
証
書
交
付

日
月
日
・
ロ
日

昭
和
六
十
二
年
度
の
福
祉
年
金

額
が
決
ま
り
ま
し
た
。

先
に
お
預
か
り
し
て
あ
り
ま
し

た
年
金
証
書
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
の
で
、
印
鑑
と
保
管
証
を
持
参

の
う
え
次
の
郵
便
局
で
お
受
け
取

り
下
さ
い
。 

と;τ一一一一一三� 11月"日嗣� I"月 12日同

生比奈郵便局
※各十旨定郵便局でお受

勝浦郵便局 け取りください。

※時間は午前� 9時から

午後� 4時までです。
坂本郵便局

星谷簡易郵便局

生名簡易郵便局

山
行
苗
木
申
し
込
み

受
付
開
始

来
春
植
林
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
、
苗
木
の
申
し
込
み
の
受
付
を

始
め
ま
し
た
。
取
り
扱
い
樹
種
は

杉
・
ひ
の
き
・
く
ぬ
さ
で
す
。
な

お
、
く
ぬ
ぎ
に
つ
い
て
は
、
早
目

に
申
し
込
み
を
行
っ
て
下
さ
い
。

植
林
地
か
台
帳
、
現
況
と
も
に

山
林
で
あ
れ
ば
造
林
補
助
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
組
合
へ
御
相
談

下
さ
い
。

勝
浦
町
森
林
組
合

留祖の貸し出し衣裳の取り扱いが久国

の井内宏さん宅に変わりましだ。お気軽

に御利用下さい。� 

TEし� 2-3608 (井内宏)

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
婦人会からのお知らせ



第209号 ヌう込 ずつ つ ら 昭和62年11月1日 0)(1

善
意

大
字字
鴨久
場国

- 山

字
竹
田

島

ヘ大
字
星
谷
字
大
明
神
園
清
正
春

話

市

檎

垣

香

寿

美

-v



意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
字
三
渓
坂
口

字
名
田

大
字
板
本
山
本

字中谷

大
字
幅
山
野
平
岡

-
お
誕
生
お
め
で
と
う

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

匿

名

(

中

山 

)

藤
野
又
次
郎
さ
ん
(
横
瀬
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

9
月
日
間
日 

i
叩
月
刊
日

i

9
月
刊
日 

叩
月
刊
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

戸
籍
の
窓

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

田

a 
守� 

z 
a 

= 
~ -

順

子

」

愛

J

敏
信 

長
女

郁

子

」

隼

J

勝
康 

長
男

和
代
」
友

J J

克
仁 

長
男

真
澄
」

祐

成
和 

長
女

(敏鞠l略)L 
.笑 人 高己
宅� 

-

大
字
星
空
十
世
間
関
野
口
カ
ズ
ヱ
(
お
歳
)

大
字
三
様
字
小
栗
須
栗
本
頼
治
郎
(
部
歳
)

大
字
三
聖
子
定
岡
藤
野
貞
雄
(
釘
歳
)

大
字
三
地
幌
市
子
下
川
原
呑
口
ハ
ル
ノ
(
前
歳
)

大
字
棚
野
野
上
洋
二
長
男

字
幅
雪
道

大
字
沼
江
野
上
貞
之

字国中

大
字
中
角
山
西
洋
一
郎 

二
男

字
東
山
久
美
子

J」

拓

志

大
字
三
様
一
楠
敏
治

字樫湖

大
字
沼
江
二
階
堂
政
博 

i

墨
絵
学
級
十
一

月
七
日
(
土
)

十
一
月
十
七
日 
(火午
)

習
穿 
尚
宏
蹴

d

3 

-
.
. 大

字
三
渓
井
上
正
夫

字定岡

J

長
男賞

大
字
坂
本
富
田

新

-
一 
長
男

ま

国

平

富

子

」

光長
女亜

弥

J

宇
山
崎
美
律
代
」

&
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

社
会
総
合
大
学

場時
所間

時
間

午
後
七
時
三
十
分

グ
学
習
自
の
お
知
ら
せ

= 

十
一
月
十
九
日
(
木
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

E 

. -
子� 

2 
2

加
都
代
」
真
由
香

久

仁

栄

」

拓

也

十
一
月
五
日
(
木
)

江
美
」

八

美

」

悟

JJJ

長
女

L 

一二男

H
史� 洋

後
九
時
三
十
分

場
所

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

短
敵
単
級

書
室十

一
月
十
四
日 
(土
)

時
間

午
後
一
時
か
ら

場
所

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

犬の被害が縫えています 11月定例心配ごと相談� 
一飼L、犬は必ずつないでくださいー

不用犬買い取り日� 日時 11月6日幽

午前10時~午後 3時

11月 4日同� 

11月18日凶� 

成犬� 300円
ふ
拠


内容 人権・行政・厚生・福祉

寝所 住民福祉センタ -2階

(平日でも受付しておりますので¥

小犬� 100円� お気経にお問い合わせください/

夜間救急当番表 19 18 16 12 11 10 8 5 4 3 2 
日日日日日 日日日日日日

11月2日 勝浦病院�  (柑(水:)(月)(柑附 (刈(日)(木)休.)(刈伺) 

4日

6日

@日

10日

12日

14日

16日

18日

湯浅医院

勝浦病院

赤岩医院�  

勝浦病院

上勝診療所�  

勝浦病 院 �  

山西医院

勝浦病院�  

〔電話番号〕� 

勝浦病院

2-2555 

山西医院�  

2-3027 

湯浅医院�  

2-2003 

習
字
教
室

着
付
教
室

手
芸
教
室

生
花
教
室

篠
教
室

着
付
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究

会
十
一
月
定
例
会

手
芸
教
室

踊
り
教
室

習
字
教
室

手
芸
教
室

踊
り
教
室

ご時時講
参開三し各�  3026 23 20湯浅医院20日

赤岩医院 加議十ま講日日日日
@日 勝浦病 院 �  

2-2006 
24日 赤岩医院�  

26日 勝浦病院 上勝�  52療所�  

28日 上勝診 療所�  6-0302 

30日 勝浦病院�  

下)分す座(月)(村(月)幽
き時か(と
ぃ間ら手も簸1踊篠1生
。に 、芸午教り教花
遅習 ・後室教室教
れ字藤1八室室

三重重厚
日
日

平
体

午後6時一翌朝午前9時 主ははら
午後7時一翌朝午前9時 っ七七開

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦会館11月行事
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つ ら 第209号ザコカ込

と

き

と
こ
ろ

昭和62年11月1日� 

O
内
科
一
般
診
査
�
 

、、

※
母
子
手
帳
、
質
問
票
を
ご
持

参
下
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

予
防
接
種
の
受
け
ら
れ
な
い
人

-
体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人

・
卵
、
鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
人

・
心
臓
病
、
肝
臓
病
、
じ
ん
臓
病

な
ど
の
活
動
期
に
あ
る
人

-
他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
一
か

月
以
内
の
人

-
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認

め
た
人

二
歳
�
 四
歳
未
満
の
子

i

西野 杏奈ちゃん

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査

こ
の
時
期
は
、
心
身
共
に
成
長

発
達
が
著
し
く
、
又
、
自
立
心
も

め
ば
え
、
し
つ
け
や
栄
養
の
正
し

い
指
導
と
、
異
常
の
早
期
発
見
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。
該
当
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

十
一
月
六
日
山
田

i

午
後
一
時
三
十
分
�
 二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

十
一
月
二
十
七
日
樹

午
後
一
時
三
十
分
�
 二
i

と

き

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
の
初
期
は
、
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚

症
状
が
あ
っ
て
も
疲
労
感
程
昨
句

そ
の
た
め
早
期
発
見
が
し
に
く
く
、

手
遅
れ
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
四
十
歳
を
す
ぎ
た
ら

。

印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

定
期
的
に
健
診
、
相
談
を
受
け
ま

三
歳
1
六
歳
未
満
二

し
ょ
、
つ
。

O

該
当
児

接
種
方
法
�
 第
一
期
:
・
一
か
月
ご

料

金

O
と
に
三
回
接
種

第
二
期
:
・第
一
期
終

了
後
十
二
か
月
後
か

ら
十
八
か
月
後
に
一

回
接
種

O
無
料

骸
当
児
�
 時

三
十
分

炉
』
-
』
�
 -

勝
浦
病
院
小
児
科

ソ

昭
和
六
十
二
年
七
月
一

日
1
九
月
三
十
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子

A

料

金

�

 

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参

下
さ
い
。

基
本
健
診
〈
成
人
病
検
診
)

心
臓
病
、
高
血
圧
、
肝
臓
病
な

ど
の
成
人
病
の
早
期
発
見
、
予
防

を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
地
区

を
巡
回
し
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

四
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
、
年
に
一

度
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

血圧測定，� 

百
円

。
六
歳
�
 
1
十
三
歳
未
満

三
百
円

。
十
三
歳
以
上

※ 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

イ
シ
フ
ル
エ
ン
ザ
ャエ
昭
種

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

次
の
こ
と
が
ら
に
十
分
気
を
つ

け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

¥O
偏
食
を
し
な
い
よ
う
に
し
、

十
分
睡
眠
を
と
り
、
体
を
き

た
え
て
お
く
。
�
 

四
百
円

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

藤
康
コ
種
受
阜
防
鐘
櫨

と
こ
ろ

十
一
月
十
八
日
附

午
後
一
時
三
十
分
�
 二
i

時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

O O O

該
当
児

昭
和
六
十
一
年
三
月
一

外
か
ら
帰
っ
た
時
は
、
必
ず

日
1
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子

室
内
の
換
気
を
行
、
っ
。

惨
査
内
容

必
要
以
上
に
人
ご
み
の
中
へ

う
が
い
争
す
る
。

出
な
い
よ
う
に
す
る
。
�
 

。
歯
科
診
査
�
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

O

O

)(
 

保
健
指
導
、
心
理
指
導

を
受
け
免
疫
を
つ
け
て
お
く
。

インフルエンザ予防接種目程表

月 日 場 所 時 間 回目

財閥 与川内事 業所午後�  3時-4時

%附 r百� i工 保 育所午後�  2時-3時� 2 

%(月) t反 本 小 学校 午後� 1時-2時� l 

%面必 勝浦町農協(倉庫 ・一階)午後�  1時30分� -3時� l 

%附
生名集会所午後� 1時30分-2時30分� l 

福祉センター 午後� 3時-4時� 1 

泌(必 星 谷 集 会所 午後l時30分-2時30分� 1 

イン7ルエンザの予防接位は約4週間の間隔で2回接鍾が必要です。

と 巡回健康相談日程表

場所 相談内容時 問月日

坂本集会所� O血圧測定

O尿検査

陥(村 午前10時-11時30分

今山公会堂午後�  1時30分 -31待凶村
Oその他

勝浦会館同月)午前101時-111時30分
心身に関

午後� l時30分-2時3助士 する相談星谷集会所b{.(刈

※健康手帳をご特参ください。(o料金 無料)

き

成人病検診日程表 ※ 

場 所 内 容

問診.険尿

月日 時 間

横瀬集会所却材 午前� 9時-111時

1/ 石原センター 診察，血液� 

検査，� HR底� 

1年がd 

1/1脇村 中山公会堂 検査はか

料金一600問
ただし満70歳以上の方及び市町村民税非

課税世帯，生活保護家庭の方は無料です。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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第 209号

恐
ろ
し
い
の
は

心
臓
病
な
ど
の
合
併
症

年
に
一
度
は
心
ず
検
査
を

糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
人
が
年

々
増
え
て
い
ま
す
。
主
な
原
因
と

し
て
は
、
運
動
不
足
や
カ
ロ
リ
ー

の
取
り
過
ぎ
に
よ
る
肥
満
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
く
ま

れ
に
ス
ト
レ
ス
、
感
染
症
、
妊
娠

な
ど
が
引
き
金
と
な

っ
て
発
病
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
症
状
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
「
の
ど
が
渇
く
」
「体

が
だ
る
い
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
単
な

る
疲
れ
と
錯
覚
し
が
ち
で
、
発
見

が
遅
れ
て
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
糖
尿
病
が
ど
う
し
て

発
病
す
る
の
か
、
そ
し
て
何
が
恐

ろ
し
い
の
か
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ

、司ノ。

血
液
中
の
糖
分
は


な
ぜ
高
く
な
る
の
か


わ
た
し
た
ち
の
体
内
で
は
、
多

く
の
ホ
ル
モ
ン
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
、
す
い
臓
か
ら

分
泌
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
は
、

糖
尿
病
と
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

血
液
中
の
糖
分
が
、
体
内
で
有

効
に
消
費
さ
れ
る
た
め
に
は
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
不
可
欠
で
す
。

と
こ
ろ
が
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量

が
減
る
と
、
糖
分
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
十
分
体
内
に
吸
収
さ
れ
な

く
な
り
、
血
液
中
に
残
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
血
液
中
の

糖
分
が
高
い
濃
度
と
な
る
た
め
、

余
分
な
糖
を
尿
と
一
緒
に
排
出
し

て
調
笠
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
俗
に
い
わ
れ
る

「尿
に

糖
が
で
て
い
る
」
状
態
で
す
。

症
状
ガ
で
に
く
く

知
ら
怠
い
う
ち
に
病
気
ガ
進
行

糖
尿
病
で
恐
ろ
し
い
の
は
、
自

覚
症
状
が
で
に
く
い
た
め
、
知
ら

な
い
う
ち
に
合
併
症
を
引
き
起
こ

す
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ト
イ
レ
へ
行
く
回
数
が
多
い
」

な
ど
の
症
状
が
で
た
と
き
は
、
す

で
に
病
気
が
進
行
し
て
い
る
状
態

で
す
。
す
ぐ
治
療
を
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と

脳
、
目
、
心
臓
、
じ
ん
臓
な
ど
の

細
か
い
血
管
が
硬
く
な
り
、
脳
卒

中
や
心
臓
病
な
ど
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は
死
に

至
り
ま
す
。
し
か
し
糖
尿
病
は
、

治
療
を
受
け
て
医
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
守
れ
ば
、
通
常
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
生
活
が
で
き
る
病
気

で
す
。「

自
分
は
糖
尿
病
で
は
な
い
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
年
に
一
度
は

必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
糖
尿
病
は
遺
伝
に
よ
る
素
因

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家

族
や
親
せ
き
に
糖
尿
病
を
患
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
、
よ
り
注
意
し

て
下
き
い
。
�
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人以
冬
に
備
え
て
皮
膚
摩
擦

や
が
て
や
っ
て
く
る
寒
さ
に
負

け
な
い
で
元
気
に
毎
日
を
す
ご
し

て
い
く
た
め
に
は
、
天
候
の
変
化

に
合
わ
せ
て
、
手
ま
め
に
衣
類
を

着
が
え
て
、
か
ら
だ
を
寒
さ
か
ら

守
り
、
カ
ゼ
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
っ
ぽ
う
、
来
、
さ
に
打
ち
勝
っ

た
め
に
、
皮
膚
を
き
た
え
て
ゆ
く

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

皮
膚
を
た
ん
れ
ん
す
る
と
、
ノ

ド
の
粘
膜
を
も
き
た
え
る
こ
と
に

な
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
に
対
し

て
抵
抗
力
を
つ
け
ま
す
。

は
じ
め
は
、
ご
く
刺
激
の
少
な

い
乾
布
摩
擦
か
ら
行
っ
て
、
し
だ

い
に
冷
水
摩
擦
な
ど
刺
激
の
強
い

方
法
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
す
。

刺
激
が
ほ
ど
よ
い
と
き
は
、
皮

膚
が
赤
く
な
っ
て
か
ら
だ
が
ホ
カ

ホ
カ
と
暖
か
く
な
り
、
快
よ
い
感

じ
に
な
り
ま
す
。
寒
け
が
し
た
り
、

気
持
が
悪
く
な
る
よ
、
つ
な
時
は
、

冷
刺
激
が
強
す
ぎ
る
場
合
で
す
の

で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
全国糖尿病週間

MUS04
テキストボックス
今月の健康




